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「鉄道地震工学研究センター  第６回  アニュアルミーティング」を開催しました 
 

２ ０ １ ９ 年 １ ２ 月 １ ９ 日 
公益財団法人鉄道総合技術研究所 

 

公益財団法人鉄道総合技術研究所（以下、鉄道総研）は、「鉄道地震工学研究センター 第 6回 アニュ

アルミーティング（Annual Meeting）」を 12月 6日に開催し、鉄道事業者をはじめ官公庁、大学、一般企

業から約 120名の方々にご参加頂きましたのでお知らせします。 

 

【ミーティングのテーマ】 

鉄道では大地震に対する対策が着実に進められる一方、近年では 2018年 6月 18 日の大阪府北部地震の

ような震度 6 弱程度の地震に対する早期の運転再開が課題としてクローズアップされてきました。これを

受け鉄道総研では、地震後の効果的な対応を支援するために、地震発生直後の線路に沿った揺れや被害情

報を鉄道事業者に配信する鉄道地震被害推定情報配信システム（ダイザー：DISER）を開発し、2019年 8月

より運用を開始しました。そこで、第 6 回となる今年度のアニュアルミーティングでは、早期運転再開を

目指して、ダイザーの情報の有効活用法、ダイザーと事前評価・耐震補強・各種観測情報との連携などに

ついて、鉄道技術者や研究者の方々にご参加いただき、現在の課題や今後の方向性に関する討議を行いま

した。 

 

【開会あいさつ（芦谷理事）】 

冒頭、芦谷理事より以下の挨拶を行いました。 

 検討中の鉄道総研の次期基本計画「RESEARCH 2025」では“安全性の向上、特に自然災害に対する強

靭化”を活動の基本方針の第一番目に挙げている。 

 本日のアニュアルミーティングでは、地震に対する強靭化に必要な情報、活用法、研究開発につい

て専門家の方々および会場のみなさまと実りある議論を行いたい。 

 

【招待講演】 

招待講演では、「想定外災害とレジリエンス性能を考慮した防災・減災対策」と題して、工学院大学の

久田嘉章教授にご講演を頂きました。その後、鉄道地震工学研究センターからは、ダイザーの概要、構造

物の耐震性能の事前全線評価、地盤挙動の評価、センシング情報の活用など、運転再開に関連する最新の

技術や研究開発成果について紹介しました。 

 

【パネルディスカッション】 

パネルディスカッションでは、「鉄道地震被害推定情報配信システム（ダイザー）を軸として鉄道を地

震から守る」をテーマに、現在の早期運転再開の課題と今後の方向性について、7名の専門家の方々をパネ

リストに迎えて討議を行いました。 

ディスカッションの前半では、以下のような話題提供と議論がありました。 

 各パネリストより、北海道胆振東部地震や大阪府北部地震における運転再開の状況が報告された。

その際の課題として、お客様の速やかな救済および運転再開手続きの迅速化が挙げられる。そのた

めには、お客様救済のオペレーションの確立、事前のシミュレーションによる構造物の弱点箇所の

抽出、点検区間・内容の細分化が重要である。 

 お客様に向けた運転再開の情報提供も重要である。 

 高速道路においても、初動対応の円滑な実施に向けた地震計の設置や被害推定システムが構築され

ている。 

上記の課題解決に共通する点は「情報の集約と有効活用」であり、地震前・地震直後の沿線構造物の被
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害推定情報・被害確認情報がお客様救済や早期運転再開において重要な役割を持つ。 

ディスカッションの後半では、「情報の集約と有効活用」を行うための具体的な方法に関して、以下の

ような意見交換が行われました。 

 情報の有効活用策として、事前の全線被害シミュレーションにより弱点箇所を抽出し、点検方法を

マニュアル化した上で、ダイザーを活用した効果的な点検、および被害を直接計測するセンサーの

情報とダイザーを組み合わせたより確実な被害箇所の抽出が挙げられる。 

 一方で、最終的な現場での確認は不可欠であり、現場の情報を一元化し、速やかに技術者やお客様

に届けることも必要である。 

 会場からは、情報を有効に活用するためには情報を適切に解釈できる技術者の存在・育成が必要と

のコメントがあった。 

 最後にモデレーターより、お客様救済や早期運転再開に向けて、点検作業をサポートするために、

ダイザーの情報のみならず現場情報も含めた関連情報の一元化が効果的である、また、情報を適切

に活用するためには人材育成も含めた運用系の整備が不可欠である、と総括された。 

 

【アニュアルミーティングとは】 

鉄道総研は、鉄道地震工学研究センターの役割や活動を紹介させていただくとともに、鉄道総研が実施

する研究開発や情報配信について参加者の皆様と幅広く意見交換させて頂く場として、2014年度よりアニ

ュアル・ミーティング（Annual Meeting）を開催しています。 

 

 

記 

 

１．開催日時：2019年 12月 6日(金） 13時 30分から 17時 40分 

 

２．開催場所：日本工業倶楽部 大会堂（東京都千代田区） 

 

３．プログラム 

■開催挨拶 

理事  芦谷 公稔 

■ミーティングテーマの趣旨説明 

鉄道地震工学研究センター長 山本 俊六 

■招待講演 

「想定外災害とレジリエンス性能を考慮した防災・減災対策」 

工学院大学 建築学部 まちづくり学科 教授 久田 嘉章 様 

■講演 

「DISERの概要」  

鉄道地震工学研究センター 地震解析研究室長  岩田 直泰 

「構造物の事前全線評価」   

鉄道地震工学研究センター 地震応答制御研究室 主任研究員 坂井 公俊 

「地盤挙動の詳細評価」 

鉄道地震工学研究センター 地震動力学研究室 主任研究員 井澤  淳 

「センシング技術の活用」 

鉄道地震工学研究センター 地震解析研究室 主任研究員  是永 将宏 

■パネルディスカッション 

テーマ：鉄道地震被害推定情報配信システム（ダイザー）を軸として鉄道を地震から守る 

パネリスト： 

工学院大学 建築学部 まちづくり学科 教授 久田 嘉章 様 

国土交通省 鉄道局 技術企画課 課長補佐  水野 寿洋 様 

北海道旅客鉄道株式会社 鉄道事業本部 工務部 工事課 副課長 綱嶋 和彦 様 
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西日本旅客鉄道株式会社 近畿統括本部 施設課 土木担当課長  堀井 義浩 様 

近畿日本鉄道株式会社 鉄道本部 企画統括部 技術管理部 課長 中村 大輔 様 

阪神高速道路株式会社 管理本部 神戸管理・保全部 

テクニカルエキスパート（リニューアル工事総括課長） 高田 佳彦 様 

鉄道地震工学研究センター 地震動力学研究室長 小島 謙一 

モデレーター： 

鉄道地震工学研究センター 地震応答制御研究室長  豊岡 亮洋 

 

■閉会挨拶 

鉄道地震工学研究センター長 山本 俊六 

 

 
開会挨拶（芦谷理事） 

 

 
ミーティングテーマの趣旨説明（山本鉄道地震工学研究センター長） 
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招待講演（工学院大学 久田教授） 

 

 
講演 
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パネルディスカッション 


